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他校種との学びの接続を考えたとき、中学校と高校の間には大きな違いがあるように感じます。

高校生の発言から読み取れる学習環境上の問題点や生徒の立場に立った接続上の課題を整理し、中高の

学びをスムーズにつなげるための方策を考えてみましたので紹介します。

１ 高校生の気になる発言から見えてくるもの

２ 生徒から見た中高接続上の段差

３ 中高それぞれの校種における授業改善に向けての課題

これらの中高の学びの段差や校種ごとの授業実践上の諸課題により、自己肯定感が低いまま高校に入

学してくる生徒も多くなっています。高校では、『学校設定科目』（※）に小・中学校の学習内容の振り返

りを設定し、「分からなかったものが分かる喜び」を味わうこと、つまり“学び直し”を通して、生徒

の困り感を解消し高校の学習内容につなげていく取組を行っている学校もあります。

中高の学びをつなぐための課題と連携の在り方
～高等学校の視点から～

これらの段差に対し、生徒が困り感を感じていれば、その段差

を低くするための中・高双方の配慮が必要です。
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４ 高等学校における『学校設定科目』を活用した具体的な学び直しの取組例
(1) 入学時の基礎学力の把握 … 新入生への課題テスト、外部の学力診断テスト等の活用の実施

◯ 個及び全体の学習状況の分析、個々の誤答分析。生徒のつまずきは教師のつまずきであることを認
識し、生徒目線で指導方針を立てる。

◯ 分析結果を年間指導計画に反映させる。
(2) 授業における課題プリントや定期考査等での基礎・基本問題の反復練習

◯ ある程度できるようになったら、時間制限を設けたり、問題数を増やしたりして、より高いレベル
の課題に取り組もうとする意欲を喚起 → 課題への集中力の高まり

◯ 小テストの形式の工夫 … 良問をＡ５版表裏、１０分程度を反復練習
(3) １学年中間考査の重要性

◯ 「やったらできた！」（壁を乗り越える）という経験 → 学びの軌道へ
(4) 課題テスト、定期考査等の間違えた部分の徹底的な復習

… 「ミスをしない」から「なぜ間違えたのか」へ
(5) 自校の生徒の実態に応じた学び直し教材の作成
(6) 生徒個々の学習カルテの作成 … 前の校種の学習内容の到達度を把握できるもの
(7) 朝学習の実施
(8) 「校内検定」や「○○コンテスト」の実施

◯ 等級に難易度分けした国数英の課題やコンテスト形式の課題に定期的に挑戦させ、その生徒の学力
に応じた達成感と成績の伸長度を実感させる。

(9) その他
◯ 職員室での個別指導 … いろいろな先生からの声かけが生徒にとって何よりの励まし
◯ 力のある生徒に対する各教科によるチーム支援、可能性の引き出し

… 核になる生徒がいると集団の雰囲気も変わる

５ 中高の学びの段差を低くするための中学校における指導の工夫

(1) 生徒の発達段階に応じて、教師や友人の話を聞きながら板書事項をノートにまとめる授業形態を意図

的に取り入れる。

(2) 一定量のまとまった課題を、自分で立てた学習計画に基づいて実践し、やり遂げたという成功体験を味

わうことのできる学習場面を設定する。達成できなかった生徒には、教科担当者による学習相談を実施し、

個別指導で対応する。家庭と連携しながら物事を最後までやり通すことの大切さを伝える。

(3) 自分の力で解決できないような疑問点や学習内容については、授業終了後や昼休み、放課後等を利用し

て自ら教師に質問するよう促すとともに、それが可能な校内の学習環境を整える。

(4) ただ課題を与えていくのではなく、生徒自らが課題を設定した探究的な学習の場面を取り入れる。

(5) 生徒自身に自分が集中できる環境（場所）を見付けさせ、乗り越えるべき課題に一人で向き合う習慣を

身に付けさせる。

６ 中高連携の在り方

◯ 生徒を送り出す責任、受け入れた責任に使命感をもち、困っている生徒の立場になって具体的方策を考

えることが出発点になります。

◯ 隣接する中学校・高校間での取組から始め、個々の生徒の進路選択や地域全体の学力の向上、さらには

双方の教員の指導力向上に結び付くよう連携の内容を工夫する必要があります。

○ 中高の教科書の内容を系統的に理解し、互いの校種を意識した意図的な授業展開を取り入れましょう。

中： 「高校では～なるよ」「この続きは高校で」「なぜこうなるのかは高校で詳しくやります」

高： 「中学では～だったけど、高校では…」「中学生の解法でも考えてみよう」


